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的
組
織
の
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
と
、
こ
の
研
究
を
通
じ
て
問
題
と
さ
れ
る
独
占
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
一
般
的
な
理
論
と
で
あ
へ
ル
マ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
著
諜
「
英
国
産
業
の
過
去
婚
よ
び
現
在
る
。
に
お
け
る
独
占
、
カ
ル
テ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ス
ト
」
は
、
独
占
の
問
’
一一
題
に
つ
い
て
の
古
典
で
あ
り
、
お
よ
そ
現
在
の
資
本
主
義
に
つ
い
て
論
ず
る
人
は
す
べ
て
、
こ
の
瀞
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
い
ろ
は
ま
ず
絞
述
の
順
序
と
し
て
、
レ
ヴ
ィ
に
よ
る
英
国
産
業
そ
の
も
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
忠
実
な
紹
介
よ
り
は
、
の
の
研
究
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
周
知
の
ご
と
く
、
英
国
で
は
独
むしろこの書の提起している問題をひろいあげてゆくと占組織の発生は、後進国ドイツ、アメリカにくらべて、
い
う
形
で
、
い
わ
ば
こ
の
書
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
み
い
ち
じ
る
し
く
た
ち
お
く
れ
て
い
た
。
レ
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
い
と
お
も
う
。
そ
の
さ
い
、
問
題
は
当
然
、
大
き
く
二
つ
に
分
立
遅
れ
の
原
因
は
、
ま
ず
第
一
に
英
国
に
は
自
然
的
独
占
が
欠
如
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
英
国
産
業
そ
の
も
の
に
お
け
る
独
占
し
て
い
た
こ
と
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
英
国
の
主
要
な
鉱
産
物
「英国産業の過去および現在における独占、カルテルおよびトラスト一（西村）
二一七
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ヴ
ィ
「英国産業の過去および現在における独占、
カルテルおよびトラスト」第二版、
､ 
西
村
閑
也
は、石炭および鉄鉱石であるが、この両者のいずれにつ
いても、産出地のいちじるしい地域的分散と品質の相違
がみられ、したがって企業の集中が困難である。かえっ
て十九世紀前半のように交通がまだ比較的発達していな
いあいだには、一三－カースル・ヴェソドのような石炭
カルテルが成立したのであるが、これは述河網および鉄
道網の発達につれて、各地の石炭が互に競争関係に入る
ようになったため崩壊してしまった。こうして一九二六
年
に
お
い
て
す
ら
英
国
に
は
一
四
○
○
の
石
炭
企
業
が
存
在
し
、
計
二
四
四
○
○
万
ト
ン
の
石
炭
を
産
出
す
る
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
一
四
○
○
の
企
業
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北東イングランド、ミヅドラソド、北西部、南ウニィル
ズ等の地域に散在し、どの地方も石炭の産地として、他
の
地
域
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
比
重
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
一
九
二
六
年
、
ド
イ
ツ
で
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
が
最
大
の
石
炭
産
地
で
あ
っ
て
、
約
一
○
○
○
○
万
ト
ン
の石炭を産出し、しかも同地方に約七○の石炭企業しか
存在していなかったのとは、いちじるしい対照をなして
いる。鉄鉱石の産出についても産出地域の分散と、企業の分
散がみられるが、さらに外国産の良質な鉱石の輸入が大
量に行なわれているため、国内で鉄鉱石の独占価格が設
定される条件は存在していなかった。
英国における独占形成のたちおくれの第二の原因は、
保護関税の欠如にある。このため英国は、他国で工業が
発展するにつれて、他国から原料および半製砧を輸入し
て、これを加工するか、または同一の商口凹』ついていう
ならば、低級品、普通品は輸入し、高級品生産に専念す
ることになる。ところでこういう加工部門、尚級品部門
では企業規模は一般に小さく、独占は成立しにくい。外
国製品の競争をつよくうける半製品部門、普通品部門で
独占が成立しえないのは、いうまでもないことである。
もっとも、高級品製造の分野では、有名な商標の威力が
つよく発抓されているぱあいがあるが、そのさいには、
独占形成は逆に容易となるであろう。繊維産業の最終加
エ
部
門
Ｉ
染
色
漂
白
等
Ｉ
に
お
け
る
一
連
の
ト
ラ
ス
ト
の
成立は、主としてこの事情にもとずくものである。
ところで、以上の二つの事情－１自然的独占および保
護
関
税
の
欠
如
ｌ
は
．
震
た
、
企
業
の
垂
直
的
統
薑
い
ち
じるしく阻害することになる。「というのは、保護関税
一
二
八
お
よ
び
原
料
独
占
の
た
め
、
加
工
業
者
に
と
っ
て
原
料
の
砿
保
が
に
す
る
条
件
で
は
な
い
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
結
局
の
と
こ
ろ
決
定
的
困難となり、しかも完製品製造業者が、原料価格の独占なのは、これら高級品製造部門において、企業の集柄法
的釣上を完全に消費者に転嫁することができないぱあい生じているか、どうか、ということと、新設企業による
には、原料生産および半製品生産との結合が、不可欠と競争の激化が容易であるか、それとも徐常にしか、しか
なるであろうからである。英国では、存在している数少も困難をともなってしか実現されえないか、ということ
ない原料のうち最重要なものは独占されていないし、保とである。」（本岱、一八九頁）
礎関税のため生ずる原料価格の人為的引上は排除されてそこで問題なのは、経営および企業の集中の独占形成
いる。それゆえ英国における。ムビナチオーソ形成過程におよぼす効果である。それは、まず第一に、染中’十
は
、
そ
れ
が
原
料
生
産
者
お
よ
び
半
製
品
生
産
者
の
圧
制
か
ら
エ
競
争
企
業
数
の
減
少
Ｉ
↓
独
占
的
協
定
の
組
織
の
可
能
性
と
い
う
業
家
を
守
る
た
め
の
防
壁
と
な
っ
て
い
る
国
に
お
け
る
よ
り
も
、
面
に
つ
い
て
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ど
の
程
度
ま
で
競
ずっとゆっくりしかすすまない。」（本番、第一一版、一九○争企業数が減少すれば、独占を組織しうるかということ
頁
）
コ
ム
ピ
ナ
チ
オ
ー
ソ
形
成
の
阻
止
は
企
業
集
中
を
さ
ま
た
げ
峰
個
斉
の
国
の
事
情
、
個
斉
の
産
業
部
門
の
事
情
に
よ
っ
て
こ
る
一
要
因
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
間
接
に
独
占
形
成
を
さ
ま
た
げ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
い
う
な
ら
ば
、
独
占
の
形
成
る
モ
メ
ン
ト
と
な
る
。
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
利
益
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
多
数
の
このように、自然的独占が欠如しており、保護関税の企業が存在していても独占が成立しやすいことになる。
設定がなされていなかったため、英国における独占の形だから、またしても、関税および自然的独占による保護
成は、外国からの競争の存在しない業種の冨一（のＨｇ目‐の存在しているアメリカやドイツでは、独占を組織する
冒
噸
…
）
ｌ
主
と
し
て
高
鷲
製
造
部
門
Ｉ
に
お
い
て
の
こ
と
が
鬘
な
の
で
あ
る
．
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
砂
糖
シ
ン
ヂ
ヶ
み発生したのである。だが、外国からの競争の欠如は、－トは一九○○年に四五○の企業を統合して成立した
独占形成を可能にする条件ではあっても、それを必然的し、一八九三年の第一次ライン・ヴニストフアーレン石
「英国産薬の過去および現在における独占、カルテルおよびトラスト」（西村）
一二九
炭シンヂケートは九六の企業を統合したのである。アメ
リ
カ
で
は
、
た
と
え
ば
石
油
ト
ラ
ス
ト
が
一
八
七
○
年
以
来
、
二
一
五
の
企
業
を
結
合してきた。これら諸国にくらぺて、イ
ギリスでは、独占の組織によって価格をひきあげうる程
度は、かぎられているため、まず集中運動が徹底的にす
すみ、競争企業数がいちじるしく減少しなければ、独占
を
形
成
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
だ
か
ら
「
他
の
諸
国
で
は
、
多
数
の
個
別
企
業
が
存
在
し
て
い
る
と
き
で
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
独
占
的
結
合
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
英
国
で
は
、
カ
ル
テ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
独
占
的
利
益
の
実
現
は
、
過
去
三
○
’
四
○
年
の
生
雲
よ
び
賑
露
の
諸
条
件
か
ら
ザ
る
と
．
競
争
企
業
が
、
わ
ず
か
な
数
に
ま
で
減
少
し
た
と
き
、
一
般
に
は
二
ダ
ース以下になったときにのみ、生じうるのである。」（本
瞥、二八六頁）
と
こ
ろ
で
、
第
二
に
、
競
争
企
業
数
の
減
少
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ま
た
独
占
形
成
に
と
っ
て
必
要
な
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
十
分な条件ではない。企業の新設が容易で、競争が発生し
や
す
い
ぱ
あ
い
に
は
、
独
占
に
よ
る
価
格
引
上
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
は
、
独
占
の
形
成
は
多くのぱあい、鉱産物の自然的独占と密接にからみあっ
一三○
ていたので諺アウトサイダーは、独占に加盟している企
業
よ
り
、
た
か
い
価
格
で
原
料
を
賀
入
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
コ
ス
ト
は
た
か
く
な
り
、
こ
れ
に
反
し
、
独
占
に
加
盟
し
て
い
る
諸
企
業
は
、
い
わ
ば
一
種
の
差
額
地
代
を
う
け
と
る
ようなかたちになる。ところが英国では、まえにの事へた
よ
う
に
鉱
産
物
の
自
然
的
独
占
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
（
岩
塩
ト
ラ
ス
ト
が
唯
一
の
例
外
で
あ
っ
た
）
。
そ
こ
で
英
国
で
は
ア
ウ
トサイダーも、独乢百加盟企業も原料コストの点では、ま
っ
た
く
同
一
の
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
「
英
国
で
は
企
業
と
そ
の
供
給
能
力
の
大
き
さ
そ
の
も
の
の
中
に
独
占
的
傾
向
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
集
中
運
動
の
進
行
に
つ
れ
て
、
一
企
業
あ
た
り
の
資
本
支
出
が
大
き
く
な
る
た
め
・
新
企
業
の
資
本
調
達
額
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
そ
れとともに新企業の出現が困難になるからでもあるが、
ま
た
（
そ
し
て
こ
の
方
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れるが）集中過程の結果成立した巨大企業と埣穆竿しよう
とする新企業は、生産物のきわめて大きな追加供給をお
こなうので、この新企業は、需要が傍尋椒に増大するぱあ
い
に
の
み
、
こ
れ
ら
生
産
物
を
利
益
を
え
つ
つ
販
売
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
価
格
は
、
こ
の
新
企
業
に
と
つ
’ 
ても独占的合同体にとっても》採算のとれない水準にまが発生していたとするならば》また新たにこの種の試み
で低下することとなるであろう。」（本電一一九○頁）「技にたいする要請が生じてくる。」（本灘一一九○頁）
術
的
、
経
済
的
に
収
益
性
の
あ
る
企
業
の
生
産
能
力
が
、
急
速
に
か
く
し
て
企
業
の
最
低
経
営
規
模
の
巨
大
化
こ
そ
、
新
競
争
企
増大し、これに需要の増大が一定期間のあいだはおいつ業の発生を阻止する基本的なモメントである、とされて
けないばあいには、この一定期間内だけは既存の諸企業いる。そして、英国では、鉱産物の自然的独占や保護関
にとって一の独占的傾向が引起されることになる。……税が存在しないから、企業の巨大化のみが独占形成を可
もし人が、全生産の一○％、二○％またはそれ以上の能にする条件なのである。ところで、とのことは、別の
》ものを生産している企業と競争し、これら企業がその組観点からするならば、英国における独占の発生は夕集中
織の巨大さのゆえに享受しているのとおなじ生産上、販運動の純粋な結果なのである、ということになる。「も
売上の特権を享受したいとおもうならばＰ人は、これらし集中運動尻○日の日日忌口のびのョの四日胸の独占形成に
諸企業と肩をならべるくらいの大規模生産の生産物を、およぼす影饗を、純粋に考察し、ｌ可能な他のすべての諸
ひ
き
あ
う
価
格
で
販
売
し
う
る
自
信
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
影
響
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
詞
今
日
の
英
国
は
、
こ
れ
に
ない。ここでわれノＩは生産手段は同一のコストで入手もっとも適当な研究対象である。というのは、ここにお
しうると想定しているのであるが、そのぱあいには、既いてのみ、》栄中運動の、大工業における独占組織におよ
存の諸企業と、ほぼおなじコストで生産を行ないうる企ぼす影響が、全経済領域にわたって結晶体のような純粋
業を設立することは、必要殖資本が調達されうるかぎさをもってあらわれてくるからであるｐ」（本書、二九八
り
、
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
需
要
が
漸
次
的
に
し
頁
）
か増大しないぱあいや事情によっては、このような新競
一一一
争
企
業
は
、
自
ら
の
墓
穴
を
ほ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ど
れ
ら巨大企業の結合から、さきにトラストまたはカルテル以上は、豚ヴィの著書の第一一一部のうちから論理の筋を
「英国産業の過去および現在における独占、カルテルおよびトラスト」（西村）
一一一一一
おうのに必要な箇所だけ、ぬきだして紹壱介したわけであ
るが、ここから生ずる問題点を二つだけ指摘しておきた
いと思う。
第
一
に
、
レ
ヴ
ィ
は
、
英
国
に
お
い
て
、
独
占
形
成
が
他
国
よ
りおくれた理由として鉱産物の自然的独占の欠除と、保
護
関
税
の
欠
如
と
を
、
と
く
に
つ
よ
く
指
摘
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
要
因
か
ら
だ
け
で
独
占
形
成
の
立
ち
お
く
れ
が
説
明
し
き
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
い
い
か
え
れば、英国で、自然的独占と保護関税の両者が、共に存
在していたとしても、独占組織の形成はやはり、他国よ
り
お
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は、これも周知の事実であるが、一九冊編爬はじめ以来、
世界唯一の工業国として発展してきた英国には、古い伝
統と強固な地盤をもった多数の企業が存在している、と
いう事実のため、集中虚騨剛の発展のために、いちじるし
い障濾韻存在していた、からである。，そして、これら
企
業
は
、
い
ず
れ
も
、
鎗
却
済
の
老
朽
設
備
を
か
か
え
こ
ん
で
おり、こういう事情のもとでは、新鋭の設備をもった新
設企業は、かならずしも老朽設備をもった既存企業を、
ただちには圧倒しえず、むしろぱあいによっては、新設
ｆＬ 
一一一一一一
企業の方が不利な条件のもとにおかれるようなぱあいす
らあったのである。このような事情は、たとえば、鉄鋼
業で、錬鉄企業の抵抗のため製鋼企業の発展がほか，ぐ‐
しくなく、ついに英国製鋼業は、ドイツおよびアメリカ
の
そ
れ
に
お
い
ぬ
か
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事
態
の
う
ち
に
も
み
うけられるところである。もちろんレヴィはこの点を決
っして見逃してはいない。だが、この点の指摘が、個々
の事例にとどまっていて、英国における重エ業－１レヴ
ィの著書のなかでは原料品製造業および半製品製造業と
して取扱われていた●もの－－－の発展を阻止するモメント
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
全
面
的
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
な
いことが、問題なのである。
第二の問題というのは次のようなことである。レヴィ
は、集中運動の独占形成におよぼす影響として、企業の
最低経営規模の巨大化のため、新たに競争企業を設立す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が、その理由として、新企業設立に必要な資本額がます
ま
す
大
き
く
な
る
、
と
い
う
点
と
、
新
企
業
の
生
産
能
力
が
、
そ
れ自体きわめて大きなものであるため、その産業全体と
しての生産物の過剰供給をひきおこし、価格の異常な下
落
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
い
う
点
と
を
か
ん
が
え
て
い
る
。
こ
の
二
四
つ
の
点
は
、
レ
ヴ
ィ
に
あ
っ
て
は
、
新
競
争
企
業
の
設
立
を
困
難
に
す
る
条
件
と
し
て
の
み
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
重
化
学
工
業
の
主
要
部
門
に
お
け
る
企
業
の
最
低
経
営
規
模
の
これらは既存の巨大企業の発展をも規制する条件として巨大化は、この種の部門の発展のあり方に大きな影響を
か
ん
が
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
与
え
、
独
特
の
解
決
困
難
な
問
題
、
ま
た
は
矛
盾
を
、
こ
の
部
門
る。
に背負わせることになる。
企業の新設にともなって巨額の資金が必要となる、と第一に、企業の最低経営規模が巨大であるために、こ
いう問題は、株式会社制度の一般化という現象をひきおの産業では、一のエ場が新設され、または一のエ場の設
こし、その結果として証券市場の発展、証券発行を媒介備拡張が行なわれると、この産業全体の設備能力が、急
としての産業企業と銀行その他の金融機関との密接な関激に、飛躍的に拡大されることとなる。あるいは言葉を
係、したがってまた短期金融市場と長期金融市場との関かえていえば、この種産業の発展は、階段状のグラフを
連の密接化および、いわゆる金融閥の形成という一連のもって示すことができる。ところで設備能力Ⅱ供給能力
現
象
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
そ
れ
自
身
、
き
わ
め
が
、
こ
の
よ
う
に
階
段
状
に
飛
踊
し
て
増
大
す
る
と
、
こ
の
増
大
て複雑なものであり、注意ぶかい研究の対象としてとり峰当該産業の製品に対する需要の増大のテンポをしば
あげられてきたし、今後もとりあげられてゆくことであしば非常に大きくおいこしてしまう。その結果は、供給
ろうが、ここではこの系列の問題、すなわち株式会社制と需要の不均衡であり、製品価格の暴落である。
度の一般化と、それのもたらしうる諸結果とは一応度外以上の反面、この種の産業は、巨大な固定設備を利用
視して、経営の巨大化のもたらす第二の結果、すなわちしているので、製品に対する需要が供給を上回り、｜製品
最低経営規模の巨大化によって生ずる諸問題を、います価格が上昇し設備能力の不足が問題となったときでも、
こしよくかんがえてみたい、とおもう。
機敏に供給を増大させて、需要と供給を適合させること
「英国産業の過去および現在における独占、カルテルおよびトラスト」（西村）
一一一一一一一
は
で
き
な
い
つ
な
ぜ
な
ら
巨
大
な
設
備
の
完
成
の
た
め
に
は
、
時
と
し
て
数
年
と
い
う
長
日
月
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
」
の
問
題
が
生
ず
る
わけである。
さらにまた、これは以上の最低経営規模の巨大化の傾
向
に
く
ら
ぺ
る
と
副
次
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
重
化
学
エ
業
で
は
一種類の原材料から、多種類の完成品がつくられること
が
、
し
ば
ノ
ー
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
企
業
が
多
種
類
の
製
品
を
生産することが多い。これは、いわゆる多角経営化の現
象である。一般には多角経営化は、企業の安定性を高め
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
あ
る
ぱ
あ
い
に
は
、
多
角
経
営
化
に
よ
っ
て
困
難
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る。なぜなら、、一定麺の原料から生産される各種製品の
相互の数量的比率は、技術的に大体きまっている。だか
ら
、
一
種
類
の
製
品
の
市
況
が
お
も
わ
し
く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
製
品
の
生
産
だ
け
を
減
少
さ
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
し
、
ま
た
逆
に
一
種
類
の
製
品
の
価
格
が
上
昇
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
製
品
の
生
産
童
だ
け
を
増
加
さ
せ
る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い。多角経営にはこのような矛盾はつきものであり、こ
こでも製品の需要と供給のあいだの弾力的な関係が阻害
一三四
されることになる。
つまり、重化学工業の発展は、景気循環による諸影響
をのぞいてかんがえたとしても、一般産業の発展と歩調
をあわせることがむつかしく、時には重化学エ業製品の
過剰供給が、時にはその過少供給が生ぜざるをえない。
こ
の
矛
盾
は
、
国
民
経
済
全
体
の
発
展
の
厳
密
な
計
画
化
を
施
行
し
て
、
は
じ
め
て
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
（２） 
り、諸企業間の自‐田競争、とくに設備蝶池張競争を前提と
す
る
経
済
体
制
の
も
と
で
は
、
こ
の
矛
盾
は
産
業
技
術
の
高
度
化
と
と
も
に
、
ま
す
ノ
く
～
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ゆ
え
に
、
重
化
学
工
業
の
発
展
は
、
急
激
な
飛
躍
と
、
な
がい億懸硫との交替のうちにおいてのみ可能である。これ
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
産
業
の
製
品
価
格
は
、
異
常
な
上
昇
と
異
常
な
下
落
と
を
く
り
か
え
す
こ
と
と
な
る
。
製
品
価
格
の
異
常
な
騰
落が、この種産業の諸企業の利益率の異常な鵬落をひき
おこすことはいうまでもない。そして技術の進歩にとも
な
っ
て
、
価
格
お
よ
び
利
益
率
に
お
け
る
こ
の
騰
落
の
巾
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
問
題
を
、
ご
く
簡
単
化
し
た
グ
ラ
フ
を
用
い
て
図
示
す
る
な
ら
ば
、
左
図
の
よ
う
に
も
な
る
であろう。
、さて利益率のこのはなはだしい変動、とくにその下落あろう。さきに、われノーは、重化学エ業の発展にあた
の
巾
が
ま
ナ
ノ
ー
大
き
く
な
る
こ
と
は
、
個
片
の
企
業
に
と
つ
っ
て
、
製
品
価
格
の
異
常
な
騰
貴
と
異
常
な
下
落
と
が
、
交
替
し
て
、
ま
す
ノ
ー
た
え
が
た
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
利
益
率
て
発
生
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
な
が
め
て
き
た
。
独
占
は
、
こ
の
のこの異常な下落を、なんとかして緩和しようという努価格の異常な下落を、ある程度緩和するための努力であ
力
が
う
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
反
対
傾
向
、
こ
の
努
力
は
、
り
、
し
た
が
っ
て
本
来
的
に
は
、
不
況
と
関
連
さ
せ
て
問
題
と
す
不況時におけるカルテル（トラスト）の結成のための努べきものである。これに反し、製品価格の上昇の時期に
力
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
重
化
学
工
業
の
発
展
の
歴
陸
競
争
が
支
配
す
る
。
独
占
契
約
の
か
た
ち
、
独
占
価
格
の
か
史が、独占の形成という現象をともないつつつくりひろたちはのこるかもしれないが、その内容は、むしろ供給
「英国産業の過去および現在における独占、カルテルおよびトラスト」（西村）
一三五
偏浬
ノ
げられたのは、まさにこのためである。
とはいえ、そのことは、独占が一旦形成されると、重
化学工業の発展ととも、ますノー強化され、独占力を背
景
と
し
た
巨
大
企
業
の
「
暴
力
」
が
ま
す
ノ
ー
発
揮
さ
れ
る
よ
う
になるのだ、ということは意味しない。このような一面
的固定的な考察は、事態の複雑な面を見落させるのに役
立つだけである。独占は、重化学エ業の急激な発展と、
そ
の
発
展
に
内
在
す
る
激
烈
な
競
争
の
反
対
傾
向
と
し
て
発
生
し
たものであり、したがってまた独占は、全体として激化
する競争を部分的に、または一時的に、緩和するものと
してしか存在しえないのである。独占と競争とのこの間
の
関
係
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
で
の不足にともなう販売者の独占一般に変質してしまって
いる。かって独占協定に加盟していた各企業は、価格の
上昇、利益率の改善を利用して、設備の新設、拡張にの
りだす。この局面では、巨大企業間の設備拡張競争が発
生するであろう。なぜなら、つぎに不況の到来したとき
には、この好況時の設備拡張競争のなかで変化した各企
業間の力関係に応じて、あらたな独占契約がむすばれる
からである（ここではカルテルについてのみのべたが、
企
業
合
同
ｌ
ふ
つ
う
に
ト
ラ
ス
ト
と
よ
ば
れ
る
も
の
ｌ
に
つ
いても事情はおなじである。たとえば好況時に他部門の
巨大企業が、あらたにこの合同企業の領域に進出してく
る危険はたえずあろう）。
これゆえに、独占と競争とは、重化学工業の発展のな
か
で
、
交
替
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
象
な
の
で
あ
り
、
む
し
ろ、独占の存在そのものが、競争の激化に規定されてい
る
の
だ
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
の
相
互
関
連
を
つ
か
ま
ず
に
「
独
占
の
収
奪
」
「
独
占
資
本
」
等
茸
に
つ
い
て
か
た
ることは科学としての経済学においてはナンセンスであ
ろう。ところで、以上では、独占の形成を可能にする要因と
一三六
しての資本集中の傾向については、ほとんどふれなかっ
たのであるが、これは資本の集中というような一般的な
傾向からだけ独占の形成をとくことこそ、以上のような
「収奪１－経済学をそだてあげるものであるからである。
独占の形成にとって、集中－－十競争企業数の減少という
モ
メ
ソ
ト
が
、
本
質
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
の
面
か
ら
だ
け
独
占
形
成
を
説
明
す
る
な
ら
ば
、
一
方
で
は
、
絶
対
主
義
の
時
代
に
み
ら
れ
た
初
期
独
占
と
、
近
代
的
独
占
と
の
本
質
的
差
別
が
ま
っ
た
く
わ
か
（３） 
らなくなるであろうし、他方では、独占の形成を必然的
な
も
の
と
し
た
巨
大
経
営
に
つ
き
も
の
の
矛
盾
が
、
み
う
し
な
わ
れ、したがって競争の激化と独占との有機的な関連が無
視されることになり、その結果として、独占は巨大企業
のいわば特権として、あるいは怒意としてのみ観察され
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
五
さて、以上のような経営の巨大化と、それにともなう
矛盾とは、ヘルマン・レヴィの著書において、前にみた
ように、すでに指摘されているところであるが、レヴィ
は
こ
れ
を
新
規
の
競
争
企
業
の
発
生
を
阻
止
す
る
条
件
と
し
て
し
の
飛
躍
性
と
、
こ
の
種
工
業
の
製
品
に
対
す
る
需
要
の
増
大
の
潮
か考えておらず、巨大企業のあり方、あるいはその運動次性、との矛盾としてとらえられる。この矛盾は、実
の法則そのものを規定するものとして把握していない点曙普通に資本主義の基本的矛盾と．いわれているもの
で、本質的に不十分である。レヴィ以外にも、たとえばの、特殊な発現形態であることは、いまさらいう必要も
ヒルファーディソグは、独占の形成を説明するにあたつないであろう。資本主義のもとで、重化学エ業が、産業
て、まず重エ業の発展と、それに伴う固定資本の巨大化構成の基軸となるにいたったときに、基本的矛盾の、こ
を問題とし、ここから「利潤率均等化の障害一という力の特殊な形での激化が生じたのであり、この激化した矛
テゴリーをみちびきだし、ここから独占形成の必然性を盾の解決は、本来は生産の計画化という形でなされる．へ
論証している。この諭柾は、独占の形成以後も、固定費きであったのであるが、生産の全面的計画化が実現され
本
の
巨
大
化
に
と
も
な
う
矛
盾
が
存
続
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
え
な
か
っ
た
ぱ
あ
い
、
計
画
化
へ
の
こ
の
要
請
に
対
す
る
資
本
主
一
且
形
成
さ
れ
た
独
占
も
、
の
ち
に
ま
た
う
ち
こ
わ
さ
れ
ざ
る
を
義
的
な
対
応
策
と
し
て
発
生
し
た
も
の
が
、
株
式
会
社
制
度
お
よ
』えず、独占と競争とは交替して現象するという点を考慮び独占なのである。
していないようにみえる点で不十分なものであるが、巨（国の『日日日旧のご冒目・ｇ－の．【画風の一一の臣且月日の［の
大経営にともなう矛盾に着目している点は、評価されるご口円の⑪ｍ・亘・耳の目』の①、目司騨耳Ｑ円のロ函一一号のロ
・へきであろう。
盲目の芹昌の１１桿罵『１１）
（
１
）
こ
こ
で
は
集
中
は
【
◎
目
の
員
国
二
目
の
訳
で
あ
る
。
こ
の
旨
葉
一ハ
は
築
穣
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
レ
ヴ
イ
で
は
集
さて、以上では独占を巨大経営にともなう矛盾の緩和中と集積とを厳密に区別していないし、そもノーコソッェ
の
た
め
の
手
段
と
規
定
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
巨
大
経
営
ソ
ト
ラ
チ
オ
ｌ
ソ
と
い
う
目
薬
は
、
曾
葉
そ
の
も
の
と
し
て
は
集
中
に
と
も
な
う
矛
盾
の
内
容
は
、
重
化
学
エ
業
の
生
産
能
力
の
増
大
と
訳
し
た
方
が
正
砿
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
．
「
英
国
産
業
の
過
去
お
よ
び
現
在
に
お
け
る
独
占
、
カ
ル
テ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ス
ト
」
（
西
村
）
’
一三七
０ 
〃
（
２
）
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
は
独
占
は
む
し
ろ
投
資
の
抑
制
を
も
た
ら
す
と
し
として限界利潤率と職占企業による投資との関連を指摘し
ている。独薑占そのものに投資を抑制する傾向があることは
否
定
し
な
い
が
、
同
時
に
独
占
の
基
盤
を
な
す
重
化
学
工
業
の
発
展
ｙ
のあり方どして、技術莱新のまずノー加速されるテンポ
と
、
こ
の
革
新
の
中
で
企
業
の
地
位
を
淡
定
化
さ
せ
る
た
め
の
投
賛
の
促
進
と
い
う
餓
向
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
傾
向
の
い
ず
れ
が
前
面
に
で
る
か
は
そ
の
時
の
諸
条
件
に
依
存
す
る
で
あ
る
軌。
（３）資本の集中という傾向は前期的資本にも近代の産業資本
に
も
無
概
念
的
に
あ
て
は
ま
る
一
つ
の
傾
向
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
身
で
ば
何
も
説
明
し
な
い
９
一
一
八● 
９ 
込
